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要約：本稿では，IPU体育会所属の学生アスリートを対象とした心理サポートの実施状況を報告し，
大学生アスリートへの心理サポートにおける今後の課題について考察した。一般にアスリートに求め
られる競技力向上及び実力発揮の課題に加え，青年期後期にいる大学生アスリートは個性化に関わる
課題が果たされている。高校から大学運動部への移行に伴う競技環境の変化がもたらす心理的問題の
意味を踏まえ，今後のサポートにおいては自己形成や個性化の課題解決に向けた段階的な支援体制の
構築が必要と考えられた。
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Ⅰ．はじめに
　大学生アスリートはどのような心理的課題を抱えて
いるのだろうか。競技活動を続けると，「気持ちで負
けてしまった」「緊張してしまった」「プレッシャーに
負けた」と例えられるような心が関連したパフォーマ
ンス不全を幾度も経験する。日頃の練習で鍛え上げた
成果が試合や競技会で発揮できない時，そのような成
績の停滞ならびに低下に心理的要因が大きく関わって
いることが明らかにされている（徳永，1996）。そし
て，実力発揮の問題のみならず最良のパフォーマンス
を意識した積極的な強化の側面からも，アスリートと
して競技活動を続ける限り心理面のコンディショニン
グは重要な課題である。
　他方，青年期後期の発達段階にいる大学生アスリー
トは，学業との両立や卒業後の進路など様々な問題に
対応しながら競技を続けることが求められ，これらの
課題に上手く対処できない場合，競技生活に支障を来
たすような様々な心理的問題に発展してしまうことが
しばしばある（中込・岸，1993）。さらに中込（1993）
は，ケガやスランプ，指導者関係などのスポーツ場面
での危機事象への対処の仕方，過程が青年期にあるア
スリートのアイデンティティ形成への取り組みにおい
て繰り返されることを明らかにし，スポーツ場面での
危機様態の相互性の過程とアスリートの人格発達との
関連性を見出している。つまり，アスリートとしての
自分を手掛かりとしながらも，競技場面での様々な体
験にどのように関ってきたのかが，引退後の社会的場
面での歩みにも大きく影響することを指摘している。
IPU環太平洋大学は，中四国唯一体育学部が設置され
ている大学であり，教育とスポーツの融合を教育理念
として掲げて学生のスポーツ活動を推奨している。実
際に在学生の多くが体育系のクラブに属して日々競技
活動を行っており，中には全国または世界レベルで優
勝を果たしている者もいる。４年間の大学生活の中
で，競技の世界では日本一を目指し自分の限界に挑戦
しつつ，勉学に励んで見事に希望進路への就職を勝ち
取り社会に羽ばたく学生アスリートの多くは，日頃文
武両道を実践する過程で人間的成長をも成し遂げてい
るのではないだろうか。
　本学では，2019年度にスポーツ科学の研究・サポー
トの基盤となるスポーツ科学センターを学内に設立
し，スポーツ科学や情報の先端的な研究のもと，最新
施設を活用し各分野の研究者が彼らの競技力向上を支
える取り組みを本格的に始めている。そこで筆者は，
メンタルサポート部門を担当しており，学生アスリー
トを中心とした心理サポートに関わっている。これ
まで携わった相談事例からは，彼らはさまざまな競技
場面や生活での心理的問題を訴えてくるが，重なるイ
メージは，アスリートとしての現実適応とも言える競
技力向上や実力発揮の課題と人としての個性化につな
がる人格的な成長に関わる課題の二つの側面が同期し
ていることである。それは安定した高い競技パフォー
マンスの発揮は，内面の充実に裏付けられる（中込・
鈴木，2017）との考えに通じるものである。
　本稿では，筆者が実施してきたIPU体育会所属の学
生アスリートを対象とした心理サポートの実施状況を
報告し，今後の課題について考えることをねらいとす
る。
Ⅱ．サポート実施の概要及び課題
　平成25年度より，学生アスリート本人による要望な
らびに指導者からの依頼を受けて，個別の心理サポー
トを中心に実施した。サポートの形態は，個人を対象
とした個別の心理サポート（体験の整理・把握・蓄
積，情報提供）を主として，原則週１回50分を１セッ
ションとして継続的に実施するものである。サポート
の内容は，２つに分かれており，まず「カウンセリン
グベース」では，一部の臨床心理学的技法（描画法）
を適用し，内的課題解決，人格変容・成長を狙いとし
ている。次に「心理スキルトレーニング」では，いわ
ゆるメンタルトレーニングと呼ばれているものとし
て，心理技法中心のアプローチとして情動・動機ト
レーニングを実施している。以上では，アスリートと
定期的に面談を重ねていく中で，内省（語り）の場の
提供，目標設定，リラクセーション，イメージ，積極
的思考等，試合に向けての心理的準備を行い，これら
の作業を通して，自らの競技への関わりについて考え
るよう誘導している。
１．実施状況
　平成25年度より平成28年度までの年度別個別相談の
件数を表１に示した。年度別の対象者数は少ないが，
初回以降基本的に週１回のペースで面談を継続するた
め，対象者一人当たりの年間セッション数は平均45回
であった。特に競技レベルが高いほど，内的（心理
面）変化を外的（パフォーマンス）変化につなげるま
で時間を要することが多く，長期の場合はサポート終
結まで120回を超えるケースもある。来談経緯は，ア
スリートの自発来談が全体の８割，指導者からの依頼
が２割であった。
２．来談の主訴
　表２は，来談当初の主訴を示している。一番多いの
は練習時のパフォーマンスが試合場面で発揮できない
といった実力発揮の問題であり，全体の５割を占めて
いる。中には，急激なパフォーマンス向上によるラン
キングの上昇や，追いかける立場から追いかけられる
立場になったことでこれまでのパフォーマンス発揮が
できなくなってしまう，いわゆる「優勝恐怖」として
捉えられる問題行動と重なり合うケースもあった。
　二番目に多いのは，努力しても伸びない，これまで
の自然な成績の変動をはるかに超えるようなパフォー
マンス不全を訴えるケースである。環境の変化や青年
期後期の課題として受け止められるような内容が多
く，つまり大学生になって一人暮らしを始めたこと
から生じる問題や，指導者・指導方法が変わることに
よる不適応など移行期に生じるような問題も含め，競
技に対する姿勢や自主性の課題など，さらなる成長を
遂げるために直面する課題として受け止められた。次
は，競技力向上の課題である。身体や技術のトレーニ
ングと同様にこころにも目を向けて積極的に強化する
ねらいである。この場合アスリート自身のやる気が高
い傾向があるため，試合場面など劣勢状況での自己理
解を深めるような心理スキルトレーニングを軸とした
取り組みだけでもパフォーマンス向上を果たすことが
できた。その他，精神の安定・集中における不具合の
問題，食行動や睡眠の問題，対人関係の問題である。
特に食行動の問題として拒食症，過食嘔吐などは女性
選手に多く見られる症状である。本ケースでは，強い
ストレスによる心身のコントロールのできなさを「食
表１．年度別個別相談の件数（平成25年度～平成29年度）
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べて吐く」といった食行動の問題として表わしてい
た。また，部内における人間関係の問題がきっかけ
で，部の方針や指導体制等の不満を来談の理由として
いる者も多く，学生アスリートが心理的問題を抱えた
時は，所属運動部への不適応や競技意欲の低下の問題
を通して訴えることがうかがえた。
表２．来談の主訴
３．対象者の特徴及び心理的課題
　対象者の特徴として，サポート希求の度合を性別で
みると，男性よりも女性の方が心理サポート希求傾向
が強く，全体の９割を占めていた。これは，2001年か
ら2009年まで国立スポーツ科学センター心理部門にお
ける個別心理サポート利用者の特徴（織田，2011）と
同様の結果である。女性の方が男性より内省性が高
く，また女性アスリートの方が男性アスリートよりス
トレス反応が高いことを裏付けるものと言える。
　また，競技種目別には個人種目が多く，継続された
ケースは全て個人種目であった。学年別でみると，新
規申し込み者の９割が１年次の後期から２年次前期に
差し掛かっている者であった。高校から大学への環境
移行に伴い，新入部員は様々なストレスに直面するこ
とになる。日常生活のストレスに加えて，競技環境の
変化に伴うストレスも多く，そこでの対処の失敗を契
機にバーンアウト（燃え尽き現象）のような日常生活
にも波及するような問題に広がることが示された。一
方，広義の「環境の変化」の側面から捉えた時，特に
大学１・２年生の時期は，指導体制や競技水準の変化
に適応しジュニアからシニアへシフトする移行期であ
ることを考えると，この時期に呈される心理的問題
は，外的な環境の変化に個人の内面の変化が追いつい
ていっていない状況としても受け止められる。
　以上のことから，大学生アスリートにおける心理的
問題の主な危機事象として挙げられた「環境の変化」
要因に関しては，新入部員のためのメンタルサポート
プログラムの実施など，競技レベルや学年に応じた対
処が望まれる。また，彼らが青年期後期の発達段階に
いることを踏まえると，今後のサポートにおいては 
自己形成や 個性化の課題（伊藤他，2006）を踏まえ
つつ，図１に示したような共通課題を解決できる段階
的な支援体制の構築が必要と考えられた。
図１．競技レベルによる心理的課題の分類
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